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また、島田燁子文京学園長等が寄贈した校舎やトイレ、水場は全壊しま

した。地震前、地震後のパトレ村の様子を写真で紹介しました。学生た

ちのにぎやかなイベントと違い、地味ですが、不便な場所にもかかわらず、

関心を持ってくださる方もあり、詳しくネパールを知りたいという方もあ

りで、有意義な参加だったと思います（写真は参観者に説明する理事長）。

ポカラにある女性だけの袋物縫製工場です。糸をつむぐことから、捺染、織り、縫製、販売と女性だけ

で経営しています。目の見えない人も糸を束ねる仕事をします。素敵なかわいいバッグが出来てきます

ポカラにある女性だけの袋物縫製工場です。糸をつむぐことから、捺染、織り、縫製、販売と女性だけ
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現地マネージャー　クリシュナ・カティワダ　

9月16日、ネパール制憲議会は、新憲法を採択し、20日に公布しました。8年の年月がかかり

ましたが、ネパールはこれで、名実ともに連邦民主共和国になったわけです。

ネパールは、凄く大きな変化も静かに実現できる国です。王国から共和国になるというのは、

世界歴史をみてもこんなに簡単にできることではない。憲法改正委員会で憲法を作ることも、

楽な仕事ではないですね。これを考えると、ネパールは、よくやったと思われているそうです。

この憲法ができたことだけでも、大きな変化です。これにより、7つの州が誕生しました。

今までの国政のやり方が変わります。各州は、州ごとにポリシーをつくり、自立や発展のため

に、地方なりに力を出し合って頑張れば、政府に頼らなくても済むと考えられています。しか

し、今のところ目で見えるような、また肌で感じるような変化はありません。タライ地方の人

たちは、この憲法の中に自分たちの権利が抜けているということで、2 ヶ月ほど前からストラ

イキをやっています。そのおかげで、国境が不安だということで、インドから自動車が入って

こなくなり、燃料も石油もストップされている状態が続いています。北側の中国は、自分の国

から買わせたいようですが、距離的に遠くて、簡単にできることではありません。

7つの連邦と新しい憲法ができました。国民によって選ばれた憲法改正委員会が憲法を作り、

その改正委員会が、今は国会に変化しています。そこで新しい政府もできました。この新しい

政府は、7つの州のイメージをしながら、前に進んでいます。しかし、憲法もルールもうまく

生かせるか、成功か失敗かは、これからのやりかたによります。この憲法でよくなるか、だめ

になるかは、今すぐには分かりません。しかし、このような憲法ができたことは、民主主義の

第一歩であることは、間違いありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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さくら寮通信

（2015年4月－2015年8月）

4月

・1日 KCP の2学期の試験が行われているので、学生たち

は勉強に励んでいる。

・2日 寮母は卒業文集をまとめるために、印刷会社へ行っ

た。

・4日 学期試験終了。12年生を、はじめてスーパーマー

ケットへ同伴。その後、Bijayさん（寮母の弟）が

寮生に授業（絵画の基礎）をした。

・5日 政党が3日間のソトライキを通告したので、寮生た

ちは、仕方なく寮にいる。皆で裏の畑に苗を植え

た。

・6日 KCPでは、12年生の卒業パーティーを13日に行

う。寮生は、ダンスを披露することになり、一日中

練習をした。

・8日 KCPでは、授業が再開。12年生の授業は終わって

いる。

・9日 国の教員採用試験が発表されたので、寮母は、バリ

ジョウ先生、クリシュナさんと受験講座をJNFEA
主催で開催することについて相談。

・11日 休日なので、寮生は浄水タンクの清掃。映画鑑賞の

後、Bijayさんが絵画の授業。寮生たちは、絵画の

基礎を身につけてきている。

・13日 KCPでは、12年生の卒業行事を開催。

・14日 2072年の元旦なので、ご馳走を食べてお祝いをし

た。

・17日 12年生の英語学校の受講は終了。11年生はもう1週

間受講する。

・25日 土曜日で大学は休み。日中、突然大きな地震に襲わ

れた。 寮生たちは、2階と3階にいたが、外に飛び出

した。みんな叫んでいた。約90秒間、これまでに経

験したことのない大きな揺れだった。その瞬間、私

たちはもうだめかと思ったが、幸いポカラでは被害

はあまりない。30分ほど外にいてホールに戻る。し

かし、また、数分後に再び大きく揺れ、私たちは、

その日はずっと外に居ました。その後、TVで崩壊

した家屋、寺院、行方不明者等、全国的な大被害の

状況を見て悲嘆にくれた。その夜は、一階で過ごし

た。

・26日 今日になっても私たちは、ショックから立ち直れな

い。寮生のいる家族に電話をした。幸いネパールの

西部地域は、無事。TVで地震の被害状況をみて、

一日中、怯えていました

・27日 私たちはずっと寮にいた。多くの学校が崩壊したの

で、統一試験は延期になった。今日も、一階で過ご

し、寮母と寮生21人、一緒に寝た。

・28日 卒業生のLaxmi Devkotaは、政府雇用の教員試験

の受験塾に通うため、カトマンズに居た。テント暮

らしをしていたので、さくら寮へ来るように、話し

た。

・29日 Laxmiが寮へ到着。

・30日 私たちは、まだ何も考えたり、予定を立てたりでき

ない状態で、地震におびえている。

5月

・1日 地震の不安がまだ続いている。教育庁は統一テスト

の延期を決めた。皆寮に留っているしかない。

・5日 統一テストの日程が未定なので、寮生たちは、故郷

へ帰りたがっている。バリジョウ先生に相談した

が、許可されなかった。

・8日 寮生たちは、裏の畑を耕してトウモロコシを植え

た。

・9日 ホールのカーテンの洗濯と各部屋の掃除をした。

・12日 地震の恐怖からやっと回復した。が、正午頃、また

も大きな地震があった。みんなあわてて外へ走り出

た。夜は、再び一階でみんなで寝た。

・13日 教育庁がテストの予定を発表しないので、寮生たち

は、故郷へ帰りたいとせがむ。　　　

・15日 寮生は何もすることがない。今日はLaxmiの誕生

日。カトマンズの地震で大変な経験をした後なの

で、バースデーケーキを用意し、お祝いをした。彼

女はとても喜んだ。

・16日 ホールの床を掃除し、図書の整理をした。その後映

画を楽しんだ。

・19日 教育庁が統一テストの日程を、「6月1日から」と発

表した。

・23日 12年生は統一テストのための勉強。寮母が勉強のア

ドバイスをした。

・24日 11年生は、庭へ通じるベランダの掃除をした。

・25日 卒業式がすべてキャンセルになった。卒業生は「マ

ナカマナ寺院」を訪ねたいというので、Bharijoo氏
に相談し許可された。実施は統一テスト後になる。

・28日　山下さん、新井場さん到着。

6月

・3日 政府雇用教員採用試験受験予備校に通うSushila 
RawatとSanjuとParbatiとSita BKに銀行から送金

した。

・12日 12年生の英語科の学生のテスト終了。各部屋を掃

除。

・13日 12年生のテストが終了したので、ささやかな卒業

祝賀会を用意した。Bharijoo氏とKrishnaさんも参

加。Bharijoo氏は、母校に赴任したら、4ヶ月ごと

に報告書を送ることについて、説明した。その後モ

モパーティをした。卒業生は、大いに楽しんだが、

11年生は試験がもうすぐなので勉強しなければなら

なかった。

・14日 卒業の第8期生に帰郷旅費を支給。彼女らは、チ

ケットの購入と買い物、部屋の掃除をした。

・15日 マナカマナ寺院へ遠足。何人かは、車に酔って嘔吐

した。昼食後、ポカラに戻り、寮に新しく届いてい

た食器戸棚と書類戸棚を定位置に据えた。新井場さ

ん、サビナと一緒にゴルカへ。～17日まで。

・16日 卒業生の何人かが、早朝、寮を離れ、故郷へ戻っ

た。残りの卒業生も帰郷。11年生の試験が、昼、始

まった。

・20日 新井場さんが、卒業生のレポートを点検した。

・22日 新井場さんは、早朝ムスタンへ向け出発。～26日帰

寮。

・26日 11年生試験終了。

・27日 11年生の8人は、故郷へ向け出発。PremaとNisha
は、遠いので帰郷できない。

7月

・2日 Kamala Gurungが寮に到着。日本大使館に提出す

る書類作成。

・3日 寮母とKamalaは、日本滞在のためのサリーなど、

買い物に出かけた。

・4日 SLCに受かった少女が、叔父さんとドルパから奨

学金応募のために寮に来た。寮母はさくら寮のプロ

ジェクトについて、説明した。

・5日 12年生が、1週間の休暇を終えて、村から帰寮した。

・7日 岩谷さんが、寮に到着。選考委員会の会議の計画を
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した。

・8日 選考委員会が行なわれた。学生は、算数の試験を受

けた。

・9日 早朝、岩谷さんは、ダーディン郡に移動。

・11日 政府雇用教員採用試験実施。KamalaとLaxmiは、

試験のために興奮していた。試験後、Kamalaは、

ゴルカへ帰る。

・12日 12年生は、カイラリ郡から来た、パルバチィ・タパ

を新しいコーディネーターを選んだ。

・13日 ゴルカとジャジャルコットから、すでに、学生が到

着。彼女たちは12年生としてKCPに行った。

・14日 ドルパからの2人から報告を受け取ったので、給料

を支払った。

・15日 何人かの新さくら寮生が、両親と一緒に寮に到着し

た。

・17日 ほとんどの新さくら寮生が寮に到着した。寮母は歓

迎のための計画をたてた。

・19日 新さくら寮生歓迎のための買い物をする。その後、

食事を作った。Bharijoo先生も寮に来て、JNFEA
と学生の責任について説明した。

・20日 寮母は新しいパソコンを購入し、新入寮生に英語と

ピアニカを教えた。Bijayさんは簡単な絵を描く方

法を教えた。

・21日 寮母は、英語とピアニカを教え、Bijayさんは、芸

術を教えた。

・22日 新入生の写真を撮った。正午裏庭からトウモロコシ

を収穫。

・23日　新入生は、私物の買い物に寮母と出かけた。

・24日 新入生の制服のクルタを準備しなくてはならない。

しかし、最近はクルタをあまり着用しないので売っ

ている店がなく、やっと1店見つけて買った。

・25日 今日は土曜日なので、学生は映画を観た。その後台

所の掃除。12年生は英語で紹介することができるよ

うになった。

・26日 学生は、ほとんどピアニカでレッサンフィリィリィ

を弾くことができるようになった。また絵のクラス

にも関心を持つようになった。

・27日 寮母は、新入生を検査のために、マニパルの病院に

連れて行った。前年と同様にHIVエイズと結核とB
型肝炎の検査をしたが、病院はとても混んでいた。

・28日 寮母は、英語と音楽の授業をした後、新入生の検査

結果をとりに病院に行った。全員健康。

・29日 クリシュナさんが新入生に折り紙を教えた。夜、ス

ニータが寮に来て、教員試験予備校のための1万ル

ピーを受け取った。

8月

・1日	 マンジュ寮母が英単語指導。

・2日	 11年生のKCPの授業が始まった。

・7日	 11年生が、外の水タンクを掃除した。

・8日	 Davids	FallとGupteswor	Cave	へみんなで出かけた。

・10日	 留学していたSujataが日本から帰国した。日本での

体験を寮生に報告。

・11日	 Sujataは、日本での1年間の体験をプロジェクター

で説明。

・15日	 休日なので、新寮生をBlndhyabasini寺院へ寮母が

引率。

・18日	 山下威士さんからプレゼントされる辞書、を購入

し、新入寮生に配った。

・22日	 寮で皆で映画を楽しんだ。

・27日	 山下理事長、山下威士さん到着。

・28日	 現地理事会開催。その後「二十四の瞳」の映画を観

る予定が、技術的なトラブルで観ることができな

かった。山下理事長がその内容を説明。その後、皆

で、タカリキッチンで夕食。

・29日	 山下理事長が10期生全員に面接をした。

・30日	 今日はGaijatraと呼ばれるポカラの祭りの日。ネ

ワールの人々が踊りを披露した。寮生にとって初め

て見る踊りだったので、とても楽しんだ。

ＪＮＦＥＡ活動報告

４月

・13日	 活動推進会議	 大泉資料室

・15日	 会計監査	 文京学院大学

・18日	 総会案内送付	 コンパートメント

・26日	 第13期第３回理事会	 文京学院大学

・30日	 会計処理	 大泉資料室

5月

・8日	 活動推進会議	 大泉資料室

・24日	 総会	 文京学院大学

・21日	 総会資料作成	 大泉資料室

・25日	 山下理事長、新井場理事ネパール地震災害見舞出張

	 	 ネパール・ポカラ

・28日	 官公庁関係書類届出

	 	 東京都庁第一本庁舎、都法務局、本郷税務署

・30日	 会計処理	 大泉資料室

6月

・3日	 官公庁関係書類届出	 東京都法務局

・8日	 総会資料発送準備	 大泉資料室

・9日	 総会資料発送	 大泉資料室

・13日	 第8期生卒業証書授与式	 ネパール・ポカラ

・14日	 第13期第4回理事会	 コンパートメント

・15日	 第8期生　マナカマナ寺院へ日帰り旅行

・16日	 第8期生帰郷　　　

・19日	 SLC合格発表	 ネパール

・24日	 小金井ソロプチミスト新旧交替式出席

　	 	 小金井市商工会館

・24日	 山下理事長の男女共同参画社会づくり功労者内閣総

理大臣表彰	 首相官邸

・27日	 スジャータ　地域市民文化交流講演会

・29日	 NGO向け「草の根技術協力事業の制度説明会」	JICA

・29日	 現地運営委員会	 さくら寮

・29日-7月5日　第9期生一時帰郷

・30日	 会計処理	 大泉資料室

7月

・6-12日　岩谷理事が選考委員会に向けてネパール出張

	 　	 ネパール・ポカラ

・7日	 外務省国際協力局国別開発協力第二課	 　外務省

・8日	 さくら寮第10期生選考委員会　	 さくら寮

・11日	 ネパール教員採用試験（中学・高校）実施	 ネパール

・23日	 活動推進会議	 大泉資料室

・30日	 スジャータ　ふじみ野寮退寮

・30日-8月10日　スジャータ　新井場宅ホームステイ

・29-31日　山下理事長、北軽井沢、長野原町嬬恋村あいさつ

・30日	 会計処理	 大泉資料室

8月

・3日	 カマラ・グルン　来日　新井場宅ホームステイ
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会費・里親基金払い込み及び寄付金受付口座 

郵便振替口座　00130－4－370983　（口座名）NPO法人日本ネパール女性教育協会

個人会員：3,000円、個人賛助会員：10,000円、 学生会員：1,000円、法人賛助会員：50,000

円（いずれも年会費） 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 

理事長：山下泰子 

本　部：   〒113-8668 東京都文京区向丘 1-19-1 文京学院大学  

ポカラ寮：Sakura Dormitory, Kanya Campus Pokhara, Nadipur, Pokhara, Nepal 

     P.O Box 192  Tel:977-61-541649    

事務局長：岩谷栄子 〒104-0032 東京都中央区八丁堀 3-24-1-1001  Fax 03-6222-3824  

編集委員：新井場貞子 吉田俊吾 山下紗衣佐伯律子岩谷栄子

E-mail: iwatani@r3.ucom.ne.jp   ホームページURL:http://www.jnfea.net/ 

里親基金：月額5,000円、年間60,000円、５年間合計300,000円（ただし、月額1,000円より可）

特定非営利活動法人日本ネパール女性教育協会（JNFEA）

編集後記

地震の惨状を目にした者として、多くの方々がご寄付して

くださったのに、お応えしなければならないという思いがいっ

ぱいで、盛りだくさんの記事になりました。　　新井場貞子

建物も崩壊し、必要なものが手に入らない困難な状況の中

学校が再開され、子どもたちが壊れた校舎の中で、懸命に勉

強をしている様子に心打たれました。

学校は、勉強だけではなく、子どもたちの心の癒しの場。

けなげな子どもたちの姿は、周りの大人たちをも、元気づけ

てくれますね。子どもたちに、心からエールを送りたいと思

います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐伯律子

・5日	 カマラ、スジャータ歓送迎会	 　　　西光寺

・10日	 スジャータ帰国

・19日	 活動推進会議	 大泉資料室

・25日	 山下理事、現地理事会のためネパールへ

・28日	 カマラ、文京学院大学国際連携プログラム開講式

・28日	 現地理事会	 　　　　　　　　　　　ポカラ

9月

・3日	 JICAホップステップ事業説明会　	 　JICA

・3日	 会計処理	 大泉資料室

・10日	 矢野理事、ネパール出張　	 ネパール

・12日	 第13期第5回理事会	 コンパートメント

・9月	 半出前授業（保健体育）矢野	 ネパール

・17日	 JICA申請相談	 JICA

10月

・5日	 カマラ、梅の実役員会挨拶	 　　梅の実会事務所

・6日	 JICA申請の検討	 　　　コンパートメント

・7日	 文京学院大学祭打ち合わせ　　　　	 文京学院大学

・7日	 HP編集会議　　　　	 コンパートメント

・13日	 JICA申請検討　　　	 コンパートメント

・16日	 文京学院大学祭打ち合わせ	 文京学院大学

・17-18日　文京学院大学祭　　　　	 文京学院大学

・20日	 JICA申請相談　　　　　　　　	 JICA

・21日	 JICA申請検討　	 大泉資料室

・22日	 ニュースレター編集会議　　　　	 二子玉川

・23日	 JICA申請検討　　　　　　　	 大泉資料室

・25日	 「一冊の会」50周年記念の集い	 雅叙園

・26日-11月5日　岩谷、深田理事、フォローアップセミナー

出張　	 ネパール

・28日	 JICA草の根技術協力事業申請書提出

・29日	 大木神父様ご逝去

11月

・2日	 大木神父様通夜　　　　　	 聖イグナチオ教会

・2日	 会計処理	 大泉資料室

・5日	 ニュースレター編集会議

	 　	 渋谷区男女共同参画センター

・15日	 活動推進会議　　　　	 コンパートメント

・26日	 東芝国際交流財団訪問

・29日	 第13期第6回理事会	 コンパートメント

〈コンパートメント東京中央は「コンパートメント」と表記〉


